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令和７年３月２８日  

                 内閣府政策統括官(防災担当)  

 

永田クラブ、経済研究会、国土交通記者会に公表 

 

プッシュ型支援物資の分散備蓄の協力主体が 

すべて決定いたしました 

 

内閣府では、国が行うプッシュ型支援物資のうち、段ボールベッド等の簡易ベッド

のように調達に一定の時間を要するものや、キッチン設備や入浴支援設備のように特

注品であるものは、発災直後に必要量を市場調達するのは困難であるため全国８地域

で分散備蓄することとしています。その協力主体について、2月 28日に札幌市・高知

県・熊本県を公表したところですが、それ以外について以下のとおり決定しましたの

でお知らせします。これにより、立川防災合同庁舎を含め、８地域９カ所で、６つの

協力主体の支援を得ながら分散備蓄を実施することとなります。 

 

【決定した協力先】 

東北地域    ： 一般財団法人ＳＧＨ防災サポート財団 

中部地域     ： 愛知県 

近畿・中国地域  ： 兵庫県 

   九州地域    ： 一般財団法人ＳＧＨ防災サポート財団 

             （九州地域で熊本県と分担して備蓄） 

   沖縄地域    ： 一般財団法人ＳＧＨ防災サポート財団 
 

 

一般財団法人ＳＧＨ防災サポート財団（別添参照）とは、一部地域での国の分散備

蓄の物資の受入の他、以下の業務連携を予定しており、連携協定を本年４月に締結予

定です。 

・協力先である自治体の分散備蓄物資の受入体制が整うまでの間、調達した物資の一 

時保管の協力 

・プッシュ型支援を行う際の物資搬入拠点での運用を支援する資機材（ローラーコン 

ベア、ロール BOX等）の整備、運用 

・プッシュ型支援時に国から自治体に搬出した物資や資機材（簡易ベッド、パーティ 
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ション等）の撤去、メンテナンス、再保管 

 

【今後の予定】 

・４月以降、順次プッシュ型支援物資の納入を完了していく予定です。 

 

【別添】 

 ・内閣府の分散備蓄における協力先一覧 

  ・内閣府の分散備蓄における一般財団法人ＳＧＨ防災サポート財団との連携協力 

 ・プッシュ型支援における内閣府備蓄物資の分散備蓄整備概要 

 ・プッシュ型支援における内閣府備蓄物資の分散備蓄整備数量（見込み） 

 

 

 

 

 

 

  

本件問合せ先：内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（防災デジタル・物資支援担当）付  

影沼澤、小川、谷田部、安齋、遠藤、家原 

TEL: 03-3503-2231  
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＊ このほか、関東地域では、内閣府自身が、立川防災合同庁舎において物資を備蓄 

＊ 関東含め、全国 8 地域 9 カ所で、６協力主体の支援により分散備蓄を実施 
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内閣府の分散備蓄における一般財団法人SGH防災サポート財団との連携協力

一般財団法人SGH防災サポート財団の活動拠点（予定）

業務内容

〇大規模災害発生時での国が行うプッシュ型支援において、一部の物資（段ボールベッド等簡易ベッドやキッチン設備等）は即座
の市場調達が困難であるため、必要量を一部備蓄。
これらの物資を全国に分散備蓄を実施するにあたり一般財団法人SGH防災サポート財団の協力を得て保管場所の
確保、運用、関連資機材の確保を進めるため、相互に連携協力に関する協定を締結する。

概 要

別添

分散備蓄資材の保管
【東北】宮城県仙台市
【九州】福岡県糟屋郡須恵町
【沖縄県】沖縄県糸満市

業務協力支援の拠点

【北海道】北海道札幌市
【関東】埼玉県久喜市
【中部】愛知県春日井市
【近畿・中国】大阪府東大阪市
【四国】高知県土佐市・南国市
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